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②「ウォーキングタウン 小田原」の民間団体との協働事業が始動
④小田原ふるさと大使／⑤いつまでも安心でおいしい水をお届けするために／小田原ブランド元気プロジェクト／⑥地域医療を守るため
に／⑧身近な環境を知り、考えよう／⑩おだわら情報／⑪平成22年度自治会長名簿／⑫〈連載〉尊徳道歌のこころ／住宅用火災警報
器を設置しましたか？／⑬〈連載〉市民力／キラリ若人！／⑭地域コミュニティ　地域が連携して課題を解決！／⑯〈連載〉あの日 あのとき 
小田原 （○数字はページ番号です）
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ゆ
っ
く
り
と
歩
い
て
、
そ
の
土
地
の
歴
史
や
文
化
を
体
感
し
な
が
ら
時
間
を
過
ご
す
。
そ
の
地
域

の
人
々
と
の
交
流
を
楽
し
む
。
そ
ん
な
「
ま
ち
歩
き
」
を
楽
し
む
人
が
増
え
て
い
ま
す
。
豊
か
な
自

然
と
長
い
歴
史
の
中
で
、
産
業
や
文
化
が
発
展
し
て
き
た
小
田
原
に
は
、
よ
く
知
ら
れ
た
観
光
名
所

ば
か
り
で
な
く
、
地
域
な
ら
で
は
の
資
源
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
小
田

原
」は
、
こ
れ
ら
の
魅
力
あ
る
資
源
を
訪
ね
る
散
策
コ
ー
ス
や
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
関
す
る
情
報
を
広

く
紹
介
し
、
多
く
の
人
々
に
小
田
原
を
歩
い
て
い
た
だ
く
こ
と
に
よ
っ
て
、
ま
ち
の
活
力
を
高
め
て

い
こ
う
と
す
る
取
り
組
み
で
す
。

　

６
月
か
ら
、無
尽
蔵
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
つ
と
し
て
、「
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
小
田
原
」の
イ
メ
ー

ジ
を
市
内
外
に
広
め
、
具
体
化
し
て
い
く
た
め
の
事
業
が
民
間
団
体
の
主
導
で
始
ま
り
ま
す
。

　

地
域
に
根
ざ
し
た
活
動
を
展
開
す
る
民
間

団
体
が
清
閑
亭
を
ま
ち
歩
き
な
ど
の
拠
点
と
し

て
実
験
的
に
活
用
す
る
事
業
が
始
ま
り
ま
す
。

「
邸て

い

園え
ん

文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、
か
つ
て
小
田
原

に
数
多
く
存
在
し
た
別
邸
建
築
や
庭
園
と
、
そ

れ
ら
を
取
り
巻
く
多
様
な
生
活
文
化
を
生
か
し

た
観
光
交
流
の
促
進
を
図
り
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
神
奈
川
県
か
ら
「
神
奈
川
ら

し
い
観
光
交
流
企
画
開
発
事
業
」
と
し
て
委
託

を
受
け
て
、
地
域
住
民
や
関
係
団
体
と
の
連
携

の
も
と
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

●
実
施
団
体

特
定
非
営
利
活
動
法
人

　

小
田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

●
事
業
拠
点

清
閑
亭
（
国
登
録
有
形
文
化
財
、

南
町
一
丁
目
）

●
事
業
内
容

ま
ち
歩
き
や
観
光
交
流
イ
ベ
ン

ト
の
実
施
、
史
跡
等
地
域
資
源
の
情
報
発
信
、

セ
ミ
ナ
ー
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
な
ど
。

６
月
６
日
（
日
）
以
降
の
毎
週
土
・
日
曜
日

（
午
前
11
時
〜
午
後
４
時
）に
は
、
清
閑
亭
を

一
般
公
開
（
建
物
内
見
学
）
し
ま
す
。

キ
ッ
ク
オ
フ
イ
ベ
ン
ト（
６
月
６
日（
日
））

清
閑
亭
の
実
験
的
な
活
用
の
開
始
に
あ
た
っ

清せ
い

閑か
ん

亭て
い

の
実
験
的
な
活
用
が
始
ま
り
ま
す

６
月
か
ら

「ウォーキングタウン 小田原」の
民間団体との協働事業が始動

無尽蔵
プロジェクト

Y観光課　☎33-1521　

　

相
模
湾
と
城
下
町
を
見
渡
す
南
町
の
高
台
に

あ
る
清
閑
亭
は
、
明
治
時
代
の
政
治
家
で
、
貴

族
院
副
議
長
を
務
め
た
黒
田
長な

が

成し
げ（
１
８
６
７

〜
１
９
３
９
年
）の
別
邸
で
す
。

　

天
神
山
（
南
町
）
に
別
邸
を
構
え
た
閑か

ん

院い
ん

宮
の
み
や

家
と
の
ち
に
姻
戚
関
係
と
な
る
黒
田
家
は
、
明

治
39
年（
１
９
０
６
年
）に
隣
地
を
求
め
清
閑
亭

を
建
て
ま
し
た
。
建
物
は
、
木
造
平
屋
建
て（
一

部
２
階
）入い

り

母も

屋や

造
り
の
和
風
建
築
で
、
母
屋

は
数
寄
屋
風
書
院
造
。
そ
の
た
た
ず
ま
い
は
大

正
初
め
頃
の
様
式
を
今
に
伝
え
て
い
ま
す
。

　

敷
地
内
に
は
、
戦
国
時
代
に
築
か
れ
た
と
考

え
ら
れ
る
小
田
原
城
三
の
丸
の
土
塁
や
空か

ら

　

敷
地
内
に
は
、
戦
国
時
代
に
築
か
れ
た
と
考

か
ら

　

敷
地
内
に
は
、
戦
国
時
代
に
築
か
れ
た
と
考

堀ぼ
り

　

敷
地
内
に
は
、
戦
国
時
代
に
築
か
れ
た
と
考
ぼ
り

　

敷
地
内
に
は
、
戦
国
時
代
に
築
か
れ
た
と
考の

一
部
も
現
存
し
て
い
ま
す
。
そ
の
位
置
と
形
状

か
ら
、
こ
の
場
所
が
城
下
町
を
眼
下
に
収
め
、

三
の
丸
箱
根
口
の
守
り
を
固
め
る
重
要
な
役
割

を
負
っ
て
い
た
こ
と
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。
こ

う
し
た
こ
と
か
ら
、
三
の
丸
の
土
塁
に
つ
い
て

【
国
登
録
有
形
文
化
財　

清
閑
亭
】
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て
、
邸
園
文
化
を
テ
ー
マ
に
し
た
観
光
ま
ち
づ

く
り
イ
ベ
ン
ト
が
開
か
れ
ま
す
。

　

・
レ
ゾ
ー
ト
カ
フ
ェ
清
閑
亭

　
　

午
前
10
時
〜
午
後
５
時
（
予
定
）

  

茶
菓
と
す
す
り
茶
、
ま
た
は
コ
ー
ヒ
ー
を

楽
し
め
ま
す
。（
有
料
）

　

・
第
７
回
小
田
原
ま
ち
あ
る
き
検
定

　
　

  

事
前
申
込
制
、
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

　

・
第
１
回
邸
園
交
流
か
ふ
ぇ
＠
清
閑
亭

「
邸
園
交
流
カ
フ
ェ
」と
は
、
テ
ー
マ
ご
と

に
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
意
見
を
交

わ
す
ミ
ニ
集
会
で
す
。

基
調
講
演
「（
仮
）
清
閑
亭
と
邸
園
交
流
」

講
師
：
後
藤
治
さ
ん﹇
工
学
院
大
学
教
授
﹈

　
　

  

定
員
50
人
、
午
後
５
時
〜
７
時（
予
定
）

      

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機

         

関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／

　

小
田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団
事
務
局

　

☎
32
０
９
６
４

　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」の
主
人
公
・

秋
山
真さ

ね

之ゆ
き

は
、
病
身
を
お
し
て
山や

ま

縣が
た

有あ
り

朋と
も

別

邸（
板
橋
）を
訪
問
す
る
な
か
、
つ
い
に
友
人

山
下
亀か

め

三さ
ぶ

郎ろ
う

の
別
邸（
南
町
）で
生
涯
を
閉
じ

ま
し
た
。
こ
の
史
実
に
ち
な
み
、
往
時
の
邸

園
文
化
を
し
の
び
、
こ
れ
ら
の
資
源
を
生
か

し
た
観
光
交
流
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
の

視
点
か
ら
考
え
ま
す
。

●
主
催　

小
田
原
ま
ち
づ
く
り
応
援
団

●
日
時　

６
月
18
日（
金
）
午
後
２
時
〜
４
時

　
　
　
（
開
場
午
後
１
時
30
分
）

●
場
所　

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
け
や
き
ホ
ー
ル

●
基
調
講
演

「（
仮
）『
坂
の
上
の
雲
』と
小
田
原
邸
園
文
化
」

　

講
師
：
藤
沢
浩
一
さ
ん

　
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
「
坂
の
上
の
雲
」プ
ロ
デ
ュ
ー

サ
ー
）

●
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
：
小
田
原
ま
ち
づ
く

り
応
援
団
、
パ
ネ
ラ
ー
：
藤
沢
浩
一
さ
ん
、

加
藤
市
長
ほ
か

●
入
場
自
由
、
無
料

※
駐
車
台
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ

け
公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
／
観
光
課　

☎
33
１
５
２
１

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
タ
ウ
ン
小
田
原

「
坂
の
上
の
雲
」
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
開
催
し
ま
す

６
月
18
日

は
平
成
18
年
１
月
に
国
指
定
史
跡
に
、
清
閑
亭

に
つ
い
て
は
平
成
17
年
７
月
に
国
登
録
有
形
文

化
財
と
な
り
ま
し
た
。

　

首
相
や
陸
軍
元
帥
を
務
め
た
山や

ま

縣が
た

有あ
り

朋と
も

や
、

「
三
井
」
を
世
界
的
な
財
閥
に
育
て
た
近
代
数
寄

茶
人
益
田
鈍ど

ん

翁の
う

な
ど
、
小
田
原
に
別
邸
を
構
え

た
偉
人
た
ち
の
多
く
は
小
田
原
城
を
巡
る
歴
史

に
彩
ら
れ
た
小
田
原
の
ま
ち
を
こ
よ
な
く
愛
し

ま
し
た
。
清
閑
亭
は
、
そ
の
名
残
を
今
に
伝
え

る
貴
重
な
場
所
の
一
つ
な
の
で
す
。

Ｑ特定非営利活動法人小田原まちづくり応援団はどんな団体ですか。
Ａ小田原市政策総合研究所（平成１２～１９年度）の市民研究員のOB・OGを中心に構成する団体です。
同研究所で発表した「おだわら千年蔵構想」の実現に向けて、市民、事業者、行政のつなぎ手と
なって、まちづくり活動を応援することを目指しています。

Ｑ観光交流促進の手段として、まち歩きをどのように考えていますか。
Ａ「お決まりのコース」ばかりでなく、まちの魅力に深く触れるまち歩きのニーズが高まってい
ます。実際に歩いて確かめることが、観光交流の原点です。私たちは、「おだわら千年蔵構想」
を立てる段階から、まち歩きの手法をとってきました。その成果の一つが、「小田原まちある
き検定」です。

Ｑまち歩きの視点から、清閑亭をどのように評価していますか。
Ａ明治から大正にかけて、小田原や大磯には政財界の要人が競って別邸を構えました。清閑亭は、
邸園文化の栄えた西海子小路や板橋と小田原城との結節点に位置します。現代の人々が往時
の上質な生活文化に触れ、ぶらぶら歩きを楽しむのに、清閑亭は絶好のロケーションにあります。

Ｑ今回の活用実験をどのように進めていきますか。
Ａ清閑亭が、邸園文化を中心とした小田原の奥深い魅力に触れていただく拠点として機能するよう、
地域住民やまちづくり団体、商工業者、大学などと連携を図っていきたいです。

インタビュー

小田原の奥深い魅力に
ふれてください！
「ウォーキングタウン小田原」
コーディネーター
特定非営利活動法人
小田原まちづくり応援団

（写真左から）
平井太郎さん、小早川のぞみさん
柴田彩子さん、内藤英治さん

Y文化財課　☎33-1717　



Y文化交流課　☎33-１７０３

まちの魅力を伝えます

※ふるさと大使の最新情報は、市ホームページでチェックできます。トップページ右側の「小田原ふるさと大使」をクリック。

　大使は、テレビなどで小田原をPRをしたり、市のイベントや講演会などへの協力していただ
きます。また、さまざまな活動の中で得られた知識やネットワークを生かして、市への助言や
提案もいただきます。市民の皆さんにも、大使のかたに親近感が湧くように、大使の情報を市
のホームページや広報紙などでお知らせしていきます。ぜひ、その活動に注目して、大使の皆
さんを応援していきましょう。なお、市では、今後も大使を随時増やしていく予定です。

阿
あ

藤
とう

快
かい

さん
（俳優・小田原市出身）

小
お

和
わ

田
だ

哲
てつ

男
お

さん
（静岡大学名誉教授・

小田原北条氏研究の第一人者）

白
しら

井
い

貴
たか

子
こ

さん
（歌手・かながわ環境大使）

柳
やなぎ

沢
さわ

慎
しん

吾
ご

さん
（俳優・小田原市出身）

柳
やなぎ

家
や

三
さん

三
ざ

さん
（落語家・小田原市出身）

夢
ゆめ

枕
まくら

獏
ばく

さん
（作家・小田原市出身）

テレビや映画でおなじみ。5月3日の「小
田原北條五代祭り」で早雲公に扮して、
大活躍！お祭りを大いに盛り上げました。
（写真は北條五代祭りで馬上にて）

小田原

ふるさと大使

「私は根府川の自然が好きで、住みたい
と思ってるんですよ！」。ＦＭおだわら
（78.7MHz）にも頻繁に出演されていま
す。（写真は市長と歓談で）

小気味よいトークでおなじみ。テレビ
のトーク番組では、いつも小田原での
楽しい話題を披露してくれています。
地元のお店を紹介をすると、翌日から
店頭に大行列が。

「小田原で落語をするのが楽しみで」と、
年に何度も小田原で口演を行っています。
母校・小田原高校で5月に行われたホー
ムカミングデーにもいらっしゃいました。
（写真は小田原高校での寄席で）

NHK『その時歴史が動いた』や大河ドラ
マの時代考証も監修されています。小
田原の城郭整備や歴史研究にもご尽力
いただいています。

「川釣りや山登りが好き」というアウト
ドア派。生まれも育ちも小田原。小田
原を舞台にした小説も数多く執筆され
ています。

　5月1日付けで大使に就任した6人のかたをご紹介します。
　お忙しい中、小田原を大切に思い、快く大使を引き受けてくださいました。

4
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　本市の水道事業は、昭和11年の給水開始以来、安全で良
質な水道水を安定的に供給してきました。今後もより良い
サービスを提供するためには、水道施設の整備を進めると
ともに、安定かつ効率的な経営に努めていくことが必要に
なります。

Y水道局営業課　☎41-１202

いつまでも 安心で 
おいしい水を 
お届けするために

～健全経営に向けて 水道料金審議会が答申～

　

水
道
事
業
経
営
の
健
全
性
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
21
年
８
月
に
小
田
原
市
水
道
料
金
審
議

会
を
設
置
し
、
料
金
の
改
定
に
つ
い
て
諮
問

し
ま
し
た
。
以
後
８
回
に
わ
た
り
審
議
が
重

ね
ら
れ
、
平
成
22
年
３
月
25
日
に
審
議
会
会

長
か
ら
市
長
に
、
水

道
事
業
が
お
か
れ

て
い
る
さ
ま
ざ
ま

な
状
況
か
ら
判
断

す
る
と
、
今
後
も
市

民
に
安
定
し
て
水

道
水
を
供
給
す
る

た
め
に
は
、
水
道
料

金
の
値
上
げ
は
や

む
を
得
な
い
と
す
る
答
申
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

安
定
供
給
の
た
め
に

　

市
内
に
は
、
昭
和
11
年
の
給
水
開
始
時
か

ら
使
用
し
て
い
る
水
道
管
を
は
じ
め
多
く
の

老
朽
管
や
、
築
50
年
以
上
が
経
過
し
て
い
る

も
の
や
、
耐
震
化
が
必
要
な
配
水
池
施
設
な

ど
が
あ
り
、
こ
れ
ら
に
対
応
す
る
た
め
計
画

的
に
保
守
・
管
理
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

水
道
事
業
を
行
う
水
道
局
は
、
独
立
採
算

制
が
原
則
の
地
方
公
営
企
業
に
位
置
付
け
ら

れ
て
い
る
た
め
、
多
額
の
費
用
が
必
要
と
な

る
事
業
に
つ
い
て
も
水
道
料
金
や
加
入
金
で

賄
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

賄
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

水
道
事
業
の
現
状

　

近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど

　

近
年
、
核
家
族
化
や
少
子
化
な
ど

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
環
境

の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
環
境

意
識
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
た
節
水

意
識
の
高
ま
り
を
背
景
と
し
た
節
水

意
識
の
向
上
、
節
水
型
機
器
の
普
及

意
識
の
向
上
、
節
水
型
機
器
の
普
及

や
企
業
の
コ
ス
ト
削
減
策
な
ど
に
よ

や
企
業
の
コ
ス
ト
削
減
策
な
ど
に
よ

り
、
使
用
水
量
が
減
少
し
、
水
道
料

り
、
使
用
水
量
が
減
少
し
、
水
道
料

金
収
入
は
年
々
減
収
傾
向
と
な
っ
て

金
収
入
は
年
々
減
収
傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

答
申
を
受
け
て

　

市
水
道
局
で
は
、
業
務
の
民
間
委

　

市
水
道
局
で
は
、
業
務
の
民
間
委

託
の
推
進
や
人
件
費
な
ど
の
経
費
の

託
の
推
進
や
人
件
費
な
ど
の
経
費
の

削
減
、
事
業
の
効
率
化
、
お
客
様
サ
ー

削
減
、
事
業
の
効
率
化
、
お
客
様
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
な
ど
の
経
営
努
力
に
努
め
、

ビ
ス
の
向
上
な
ど
の
経
営
努
力
に
努
め
、

平
成
７
年
１
月
以
降
、
約

平
成
７
年
１
月
以
降
、
約
15
年
間
に

わ
た
り
水
道
料
金
を
据
え
置
い
て
き

わ
た
り
水
道
料
金
を
据
え
置
い
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
今
後
の
事
業
計
画
と
収
入

予
測
を
考
慮
す
る
と
、
健
全
経
営
が
困
難
な
状

況
と
な
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

持
続
可
能
な
水
道
事
業
の
実
現
に
は
、
施

設
の
整
備
や
更
新
事
業
を
計
画
ど
お
り
実
現

す
る
た
め
の

財
源
を
確
保

し
、
経
営
基
盤

を
強
化
し
安

定
し
た
収
入

に
よ
る
健
全

経
営
に
努
め

る
こ
と
が
必

要
で
す
。

ホームページで「小田原の匠」動画配信開始！
小田原ブランド元気プロジェクト小田原ブランド元気プロジェクト小田原ブランド元気プロジェクト

　小田原ブランド元気プロジェクトは、平成20年度より「小田原どん」・「小田
原手形」の２つの事業を中心に展開し、まちなかの活性化に大きな成果を上げ
ています。この度、もうひとつの柱となる「小田原の匠」事業では、動画配信
をスタートしました。歴史に裏付けされた伝統の技、魅力ある地場産品の紹介
を行うことで、まちなかの回遊性の向上を図り、さらなる地域経済の活性化を
目指します。対象は、寄木細工、漆器、鋳物、蒲鉾、梅干、干物、和菓子の７
産品をラインナップ！

Y産業政策課　☎３３-１５１１

※水道料金審議会の詳細については、市ホームページでもご覧いただけます。
　トップページ中央の「分野別から探す」の「暮らし／環境」内の「水道」
をクリックa「水道料金審議会」一覧へ。

老朽管の耐震化工事

審議会のようす

市ホームページのトップページ右側下段の「小田原ブランド元気プロジェクト」をクリック
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地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

地
域
医
療
を
守
る
た
め
に

Y
市
立
病
院　

医
事
課
☎
34
３
１
７
５

○
地
域
医
療
支
援
病
院
と
し
て

　

の
取
り
組
み

　

市
立
病
院
は
、
紹
介
患
者
に
対
す
る
医
療
提

供
、
医
療
機
器
等
の
共
同
利
用
な
ど
に
よ
っ
て

か
か
り
つ
け
医
を
支
援
す
る
病
院
と
し
て
平
成

21
年
10
月
に
神
奈
川
県
知
事
よ
り
地
域
医
療
支

援
病
院
の
承
認
を
受
け
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
８
月
か
ら
地
域
の
医
師
や
訪
問
看

護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
な
ど

さ
ま
ざ
ま
な
職
種
の
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
地
域
連

携
会
議
を
開
催
す
る
な
ど
、
現
場
の
声
を
聞
き

な
が
ら
安
心
し
て
医
療
や
看
護
を
受
け
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
強

化
に
努
め
て
い
ま
す
。

○
地
域
の
か
か
り
つ
け
医
と
市
立
病
院
を
結
ぶ

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
予
約
シ
ス
テ
ム

　

健
康
な
生
活
を
送
る
た
め
に
は
、
日
頃
か
ら

自
分
の
健
康
状
態
に
詳
し
い
か
か
り
つ
け
医
を

持
つ
こ
と
が
重
要
で
す
。
し
か
し
、
よ
り
専
門

的
な
治
療
が
必
要
で
あ
る
と
、
か
か
り
つ
け
医

が
判
断
し
た
場
合
に
は
、
受
け
入
れ
る
病
院
が

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

〜
だ
れ
も
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
ま
ち
を
め
ざ
し
て
〜

地
域
の
医
療
機
関
と
連
携
を
す
る
こ
と
で
、
誰
も
が
安
心
で
き
る
地
域
医
療
を
目
指
す
市
立

病
院
。
そ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。　

そ
こ
で
、
フ
ァ
ク
ス
を
利
用
し
た
外
来
診
療

予
約
シ
ス
テ
ム
を
整
え
て
い
ま
す
。

　

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
、
か
か
り
つ
け
医
が
患
者

さ
ん
の
氏
名
や
希
望
の
診
療
科
、
診
療
日
な
ど

を
記
入
し
フ
ァ
ク
ス
し
ま
す
。
市
立
病
院
で
は

空
き
状
況
を
確
認
し
、
電
話
で
連
絡
後
「
予
約

通
知
書
」
を
お
送
り
し
て
、
か
か
り
つ
け
医
か

ら
患
者
さ
ん
に
お
渡
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
地
域
が
ん
診
療
連
携
拠
点

病
院
の
指
定
を
受
け
て
お
り
、
患
者
さ
ん
・
ご

家
族
の
抱
え
る
さ
ま
ざ
ま
な
つ
ら
さ
や
心
配
事

が
少
し
で
も
和
ら
ぐ
よ
う
に
身
体
症
状
担
当
医

や
精
神
科
医
、
緩
和
ケ
ア
認
定
看
護
師
、
薬
剤

師
、
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
な
ど
の
緩
和
ケ
ア

チ
ー
ム
が
相
談
を
受

け
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
域
医
療
従
事
者
を

対
象
と
し
た
緩
和
ケ

ア
研
修
会
を
開
催
す

る
な
ど
、
地
域
の
が

ん
治
療
に
も
積
極
的

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

地
域
医
療
相
談
室
で
は
看
護
師
・

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
が
次
の
よ
う
な

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。

●
入
院
費
な
ど
経
済
的
な
こ
と

●
介
護
保
険
な
ど
の
社
会
福
祉
制
度

の
利
用
方
法

●
利
用
で
き
る
病
院
や
施
設
の
紹
介

●
退
院
後
の
自
宅
で
の
医
療
や
介
護
に

関
す
る
こ
と

地
域
医
療
相
談
室
の

ご
案
内

「いのちを
大切にする
小田原へ」
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○
な
ぜ
地
域
医
療
連
携
が
必
要
か

　

市
立
病
院
は
今
、
医
療
連
携
に
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
医
療
連
携
を
す
る
こ
と
で
い
ろ
い
ろ

な
メ
リ
ッ
ト
が
生
ま
れ
ま
す
。
経
営
に
し
て
も
、

人
材
に
し
て
も
病
院
同
士
協
力
し
合
っ
て
足
り

な
い
部
分
を
補
完
す
る
。
役
割
分
担
を
す
る
こ

と
に
よ
っ
て
医
師
不
足
も
改
善
さ
れ
、
そ
の
こ

と
に
よ
っ
て
市
立
病
院
で
い
え
ば
救
命
救
急
な

ど
へ
集
中
、
特
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

連
携
の
現
状

　

連
携
を
進
め
る
上
で
地
域
の
医
療
機
関
か
ら

さ
ま
ざ
ま
な
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
。
市
立
病
院

と
地
域
の
病
院
、
診
療
所
は
１
つ
の
チ
ー
ム
で
、

対
等
な
立
場
で
す
。
歩
み
寄
り
、
結
び
付
き
を

強
め
る
こ
と
が
第
一
歩
で
す
。
昨
年
の
秋
ぐ
ら

い
か
ら
市
立
病
院
が
変
わ
っ
て
き
た
と
聞
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
１
年
で
は
劇
的
に
は
変
わ

り
ま
せ
ん
。
あ
と
２
、
３
年
は
か
か
る
。
そ
れ

で
も
変
化
に
つ
い
て
職
員
に
知
ら
せ
る
こ
と
が

意
識
改
革
に
つ
な
が
り
ま
す
。

か
か
り
つ
け
医
を
持
つ
こ
と

　

私
は
2
人
主
治
医
制
を
提
案
し
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
症
状
が
安
定
し
て
い
る
患
者
さ
ん
は
、

普
段
は
か
か
り
つ
け
医
に
診
て
も
ら
い
、
半
年
に

１
度
病
院
へ
行
く
。
す
る
と
、
病
院
が
抱
え
込
ん

で
い
る
患
者
さ
ん
が
地
域
へ
戻
っ
て
い
き
ま
す
。

も
ち
ろ
ん
容
体
が
急
変
し
た
り
、
高
度
な
医
療
が

必
要
な
場
合
は
病
院
が
す
ぐ
受
け
入
れ
る
。
患

者
さ
ん
が
〝
見
捨
て
ら
れ
た
〞
と
感
じ
な
い
よ
う
、

保
障
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

今
後
の
具
体

的
な
取
り
組

み
に
つ
い
て

　

市
立
病
院
と

連
携
す
る
医
療

機
関
の
一
覧
を

掲
示
し
、か
か
り

つ
け
医
や
療
養

場
所
を
選
択
す

る
と
き
の
参
考

に
し
て
い
た
だ

き
ま
す
。

○
市
立
病
院
の
役
割

　

救
命
救
急
セ
ン
タ
ー
の
指
定
な
ど
県
西
地
域

の
医
療
拠
点
と
し
て
、
市
立
病
院
は
重
要
な
使

命
を
担
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
は
１
つ

の
病
院
が
単
独
で
達
成
で
き
る
も
の
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。

　

地
域
の
病
院
や
診
療
所
、
福
祉
施
設
な
ど
が

手
を
取
り
合
い
、
協
力
し
て
い
く
こ
と
で
、
初

め
て
地
域
医
療
全
体
が
効
率
的
に
機
能
し
て
い

き
ま
す
。

　

医
療
機
関
全
体
の
効
率
的
な
運
営
は
、
ま
た

さ
ら
に
個
々
の
病
院
の
専
門
性
の
向
上
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

　

今
後
も
地
域
医
療
発
展
の
た
め
、
支
援
体
制
、

連
携
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
も
深
刻
な
医
師
不
足
が

続
い
て
い
ま
す
。
特
に
内
科
（
呼
吸
器

科
、
消
化
器
科
、
循
環
器
科
、
腎
内
科
）、

耳
鼻
い
ん
こ
う
科
、
整
形
外
科
の
初
診

の
か
た
は
、
地
域
の
開
業
医
な
ど
か
ら

の
紹
介
状
が
必
要
で
す
。

　

ま
た
、
糖
尿
病
内
分
泌
内
科
は
紹
介

医
か
ら
の
事
前
相
談
が
必
要
で
す
。
た

だ
し
、
腹
痛
、
下
血
、
吐
血
、
黄お

う

疸だ
ん

な

ど
の
消
化
器
症
状
の
か
た
は
、
紹
介
が

な
く
て
も
外
科
で
受
診
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
い

た
だ
け
ま
す
。

　

市
ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ
中
央
の「
分
野
別

か
ら
探
す
」の
「
医
療
／
救
急
／
消
防
」

内
の「
市
立
病
院
」
を
ク
リ
ッ
ク

市
立
病
院
の
診
療
体
制

に
つ
い
て

市立病院緩和ケア科
    地域医療相談室長

中橋 満 医師
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市
内
４
地
点
（
二
酸
化
窒
素
な
ど
２
地
点
、

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
２
地
点
）
で
継
続
的
に
監

視
し
て
い
ま
す
が
、
二
酸
化
窒
素
、
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
類
と
も
に
環
境
基
準
を
満
た
し
て
い

ま
す
。

【
二
酸
化
窒
素
】

　

二
酸
化
窒
素
は
、
光
化
学
ス
モ
ッ
グ
や
酸

性
雨
の
原
因
物
質
で
あ
り
、
目
や
呼
吸
器
に

悪
影
響
を
与
え
る
な
ど
、
人
体
に
有
害
な
物

質
で
す
。

　

県
内
に
は
、
自
動
車
の
排
出
ガ
ス
の
影
響

を
受
け
る
交
差
点
や
道
路
沿
道
な
ど
に
お
け

る
大
気
の
汚
染
状
況
を
監
視
す
る
測
定
局
が
、

31
局
あ
り
ま
す
が
、
こ
の
測
定
局
の
中
で
、

市
民
会
館
で
調
査
し
た
値
が
も
っ
と
も
低
く
、

一
番
き
れ
い
な
地
点
と
な
っ
て
い
ま
す
。

【
ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
】

　

ダ
イ
オ
キ
シ
ン
類
は
、
塩
化
ビ
ニ
ル
の
燃

焼
な
ど
に
よ
り
発
生
す
る
猛
毒
の
物
質
で
、

ガ
ン
や
奇
形
児
が
生
ま
れ
る
原
因
に
も
な
り

ま
す
。

　

市
内
２
地
点
で
の
値
は
、
環
境
基
準
を
大

き
く
下
回
っ
て
い
ま
す
。

大
気
を
守
る
た
め
…

　

良
好
な
大
気
環
境
を
維
持
す
る
た
め
に
は
、

化
学
物
質
の
放
出
や
燃
料
な
ど
に
よ
っ
て
汚

染
物
質
を
排
出
し
な
い
こ
と
が
大
切
で
す
。

　

私
た
ち
一
人
一
人
が
、
電
車
や
バ
ス
な
ど

の
公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
た
り
、
車
を
買

い
替
え
る
際
に
は
、
低
公
害
車
を
選
択
す
る

な
ど
、
日
常
生
活
に
お
け
る
汚
染
物
質
の
排

出
を
少
な
く
す
る
努
力
が
必
要
で
す
。

６月は環境月間です。小田原の豊かな環境を着実に引き継げるよう、私たちにできることを考えましょう。

Y環境保護課　☎３３-1482

小田原の
  　　大気・水

身近な環境を知り、考えよう

小
田
原
市
は
、
水
質
汚
濁
防
止
法
や
土
壌
汚
染
対
策
法
な
ど
主
要
な
環
境
法
令
に
基

づ
く
権
限
が
国
や
県
か
ら
移
譲
さ
れ
て
い
る
特
例
市
で
あ
り
、大
気
・
水
質
・
土
壌
・

騒
音
・
振
動
・
悪
臭
な
ど
の
監
視
や
、
改
善
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
環
境
を
守
る
行

動
を
起
こ
す
た
め
に
は
、
環
境
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
と
て
も
大
切
で
す
。
こ
こ
で
は
、

小
田
原
の
環
境
の
指
標
と
し
て
、
大
気
と
水
の
現
状
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

大
気

（　　　　）

18年度 19年度 20年度
0.00

0.02

0.03

0.04

0.05

●大気中の二酸化窒素濃度経年変化●

●大気中のダイオキシン類経年変化●
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【一般環境大気測定局】
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（環境基準 0.6-TEQ/m3以下）

（環境基準 0.06ppm以下）

【自動車排出ガス測定局】
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0.031 0.029

0.022 0.019 0.017
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（　　　　）
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●大気中のダイオキシン類経年変化●

0.022 0.021
0.026
0.019

0.029
0.035 0.031

0.036
0.045

市役所
市消防本部
県内平均値

（環境基準 0.6 pg-TEQ/m3以下）
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　先日、久しぶりに山を歩きまし
た。足柄峠から金時山を経て、
明神ヶ岳へ。自身のリフレッシュ
ということもありますが、大きな
目的は、この小田原の全体像
を改めて外輪山の稜

りょうせん

線から眺
めるためです。明神ヶ岳山頂
にたどり着いたときに視界に飛
び込んできた小田原の全景～箱根山ろくと曽我丘陵の森
に抱かれ、酒匂川に潤され田園が広がる足柄平野、そ
してコバルトブルーの渚をもつ海岸線など～は、実に美し
いものでした。宇宙飛行士のガガーリンではないですが、
「小田原は青かった」とでも言いたい感慨がありました。
　遠景だけではありません。私は最近つくづく、この小田
原にいつくしみを感じています。知れば知るほど、本当に
よい所だと思うのです。それはさまざまな理由によりますが、
大きなもののひとつが、実に多彩な表情を見せてくれる景
色や風物にあります。
　ちょっと歩くだけで、違う景色に出会う。今まで住宅街
だったかと思えば鎮守の森や里山の緑。小径に入ると趣
のある社寺のたたずまいや、手入れの行き届いた民家の
庭。市街地を縫って流れる清

せいれつ

冽な水路。思わずのぞき
たくなるようなお菓子屋さん、懐かしい風情を残す食堂や
床屋さん。手積みの石垣の上でたわわに実るみかん畑。
息を弾ませて坂を登り振り返れば、視界いっぱいに飛び込
む真っ青な相模湾。街なかのどこからでも望める、私た
ちの水源でもある箱根や丹沢の山並み。道中で触れ合う、
地域のかたたちの笑顔・・・。小田原城などの名だたる
史跡名勝もさることながら、このような何気なくも味わい深
い日常的な景色、風物が、それぞれの地区ごとの特徴を
もって、そこを歩く私たちの眼前に次 と々現れてくるところが、
小田原の魅力であり、愛

いと

おしさすら覚えるのです。
　「ウォーキング」を、スポーツとして愛好されているかた
もいますし、街歩きとして楽しまれるかたもいます。楽しく歩
いていたら健康になった。健康目的で歩いたら思いがけ
ず楽しかった。そのいずれもOK。
　ともかく、この小田原というフィールドは、歩くにはこの
上ない魅力と環境、尽きぬ味わいを持っています。市
外からの多くのお客さんに歩いてもらうだけでなく、まず
は、小田原に暮
らす私たち市民が、
身近に広がる「素
晴らしきウォーキン
グタウン」を堪能
しようではありませ
んか！

「素晴らしき
　ウォーキングタウン」～至誠・市政～

文　加藤憲一

　
　

　

市
内
の
５
河
川
８
地
点
、
海
域
３
地
点
、

海
水
浴
場
２
地
点
及
び
地
下
水
24
地
点
で
の

水
質
汚
濁
防
止
法
に
基
づ
く
調
査
に
加
え
、

市
で
は
独
自
に
調
査
地
点
を
増
や
し
、
き
め

細
か
く
水
質
の
監
視
に
努
め
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
市
で
は
、
工
場
な
ど
の
立
ち
入
り

検
査
を
定
期
的
に
行
い
、
排
水
の
調
査
や
指

導
を
行
い
、
水
質
事
故
の
未
然
防
止
に
努
め

て
い
ま
す
。

　

近
年
は
大
き
な
河
川
水
質
事
故
は
な
く
、

各
地
点
の
調
査
結
果
は
い
ず
れ
も
良
好
な
値

を
示
し
て
い
ま
す
（
下
の
地
図
参
照
）。

川
を
守
る
た
め
…

　

小
田
原
を
流
れ
る
河
川
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
潤
い
と
恵
み
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
河
川
は
、
下
水
道
の
普
及
や
工

場
排
水
の
規
制
強
化
に
よ
っ
て
、
以
前
に
比

べ
る
と
ず
い
ぶ
ん
き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

　

現
在
、
河
川
の
汚
れ
の
主
な
原
因
は
生
活

排
水
で
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
生
ご

み
の
分
別
を
徹
底
し
、
油
や
残
っ
た
汁
物

を
で
き
る
だ
け
流
さ
な
い
よ
う
に
す
る
な
ど
、

調
理
や
片
付
け
方
法
を
工
夫
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
魚
を
大
量
死
さ
せ
て
し
ま
う
よ
う

な
事
故
を
起
こ
さ
な
い
よ
う
、
残
っ
た
農

薬
な
ど
は
絶
対
に
河
川
へ
流
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

第11回城下町おだわらツーデーマーチにて

※BOD…生物化学的酸素要求量のこと。
微生物が汚れを分解するときに必
要な酸素の量で、この数字が大き
いほど河川が汚れていることを示し
ています。魚がすめる水質の目安は、
5mg/ℓ以下となります。

平成20年度
河川水質調査結果BOD※平均値

水

BOD 3mg/ℓ未満
3mg/ℓ以上
5mg/ℓ以上

●は調査地点
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おだわら情報

平
成
22
年
度
市
民
税
・
県
民
税(

住
民
税)

の

納
税
通
知
書
を
発
送
し
ま
す

Y
市
民
税
課　

☎
33
１
３
５
１

　

今
年
度
の
市
民
税
・
県
民
税
納
税
通
知

書
を
対
象
者
に
６
月
11
日（
金
）に
発
送
し

ま
す
。
こ
の
通
知
書
に
は
、
平
成
21
年
中

の
所
得
、
そ
れ
を
元
に
計
算
し
た
今
年
度

納
め
て
い
た
だ
く
市
民
税
・
県
民
税
の
税

額
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税
の

特
別
徴
収（
天
引
き
）に
つ
い
て

　

地
方
税
法
の
規
定
に
よ
り
、
平
成
21
年

10
月
か
ら
公
的
年
金
か
ら
の
個
人
住
民
税

の
特
別
徴
収
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ

は
、
個
人
住
民
税
の
納
付
方
法
が
変
わ
る

病
後
児
保
育
室

「
ほ
う
あ
ん　

り
す

の
も
り
」
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
す

Y
子
育
て
支
援
課　

☎
33
１
４
５
２

【税額】
給与所得などの個々の所得に
応じて分割された税相当額が
表示されます。

【所得控除】
１年間の所得控除の
明細が表示されます。

【課税標準額】
所得から控除を差し引いた残りの金額です。これに所得割額の税率〔市
民税6％・県民税4.025％（うち県民税の超過課税分は0.025％）〕をか
けて、所得割額を算出します。

だ
け
で
、
税
額
が
増
え
る
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

　

原
則
と
し
て
、
平
成
22
年
４
月
１
日
現
在
、

①
64
歳
以
下
の
か
た
は
、
公
的
年
金
等
に
か

か
る
分
の
住
民
税
は
納
付
書
ま
た
は
口
座

振
替
に
よ
り
納
付（
普
通
徴
収
）し
て
い
た

だ
き
ま
す（
住
民
税
が
給
与
か
ら
特
別
徴

収
さ
れ
て
い
る
か
た
も
同
様
で
す
）。

②
65
歳
の
か
た
は
、
公
的
年
金
等
に
か
か
る

分
の
住
民
税
の
第
１
期
及
び
第
２
期
は
納

付
書
ま
た
は
口
座
振
替
に
よ
り
納
付
し
て

い
た
だ
き
、
10
月
か
ら
は
公
的
年
金
か
ら

特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

③
66
歳
以
上
の
か
た
は
、
公
的
年
金
等
に
か

か
る
分
の
住
民
税
は
、
原
則
、
公
的
年
金

か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
ま
す
。

　

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
か
た
に

つ
い
て
は
、
ど
の
種
類
の
年
金
か
ら
い
く

ら
特
別
徴
収
さ
れ
る
か
を
納
税
通
知
書
に

記
載
し
て
あ
り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

※
銀
行
な
ど
の
窓
口
で
納
め
る
か
た
に
は
納

付
書
が
同
封
さ
れ
て
い
ま
す
。
納
付
書
は

と
じ
な
い
で
同
封
し
ま
す
の
で
、
納
付
す

る
際
に
は
納
期（
期
別
）を
よ
く
確
認
し

て
く
だ
さ
い（
口
座
振
替
用
と
年
金
か
ら

の
特
別
徴
収
用
に
は
納
付
書
は
あ
り
ま

せ
ん
）。

※
詳
し
く
は
、
納
税
通
知
書
裏
面
の
説
明
や

納
税
通
知
書
に
同
封
さ
れ
て
い
る
お
知

ら
せ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
子
ど
も
の
病
気
が
回
復
し
て
き
た

け
れ
ど
、
ま
だ
保
育
所
な
ど
に
は
通

園
で
き
な
い
」。
こ
の
よ
う
な
悩
み
に

応
え
、
市
内
で
２
番
目
の
病
後
児
保

育
を
始
め
ま
す
。

住
所
／
浜
町
１-

３-

８（
小
田
原
愛

児
園
園
舍
内
）

☎
／
０
８
０-

４
３
７
１-

１
９
０
０

利
用
期
間
／
連
続
７
日
間
ま
で

定
員
／
４
人

利
用
料
金
／

　

１
人
１
日　

２
，０
０
０
円

　
（
給
食
希
望
の
場
合
は
、
２
５
０
円

別
途
）

利
用
条
件
な
ど
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。
ま
た
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご

覧
い
た
だ
け
ま
す
。　

ト
ッ
プ
ペ
ー
ジ

中
央
の
「
分
野
別

か
ら
探
す
」の「
子

育
て
／
教
育
」
内

の「
保
育
園
幼
稚

園
」を
ク
リ
ッ
ク

a

「
保
育
園
」
覧

へa

病
後
児
保
育

事
業
に
つ
い
て

【所得金額】
1年間の所得金額
の明細が表示され
ます。

【おわびと訂正】　広報おだわら５月15日号15ページでお知らせした「歯と健康を守る集い」の電話番号は、正しくは（☎４９－１３１１）です。
おわびして訂正します。
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自治会総連合　役員 会長：石川信雄　　　副会長：木村 秀昭、伊澤二三雄　　　会計：木村貞雄
理事：神保伸夫、山田 寛、星野清治、鈴木晴夫、栗田和雄　　　監事：瀬戸 充、市川 勇、椎野禎章

連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名 連合名 自治会名 会長名
緑 第１区 飯田晁巨 東富水 中曽根 金子穗積 下府中 鴨宮４区ー１ 鈴木 章 酒匂・

小八幡
酒匂４区 小野寺稔

駅前第２区 栗田新市 飯田岡東 高橋克守 鴨宮４区ー２ 保田幸雄 酒匂５区 田中一吉
第３区 古屋正義 堀之内 岩崎良春 鴨宮５区 勝又國長 酒匂６区 植田博之
浦町 小山公一 富水 飯田岡本村 草柳 寛 大道 古川 毅 酒匂７区 二見昌一
第４区 草山匡文 飯田岡若宮 尾崎 壽一 桜井 寺下 府川恭憲 酒匂８区 三廻部洋次郎
第５区 坂本 坦 飯田岡飯中 奥津堅治 高河原 吉川静男 酒匂９区 布川真也
竹花 ◎ 瀬戸 衛 飯田岡楠 近藤俊夫 河原庭 片山幸男 酒匂１０区 内田匡俊
銀座 髙梨保夫 柳新田 松田悦一 西之庭 釼持有一 酒匂１１区 ◎ 栗田和雄

新玉 台宿 長谷川誠一 小台 井上勝美 新屋敷 青木顯三 酒匂１２区 田上昭和
大工町 門松俊二 池田 中野 武 浅原 青木富雄 酒匂１３区 富田一美
第９区 小林康男 新屋 村越重雄 東栢山中の町 田原 隆 酒匂１４区 澤井俊夫
第１０区 土屋裕利 府川 加藤紀元 東栢山学校前◎ 窪田 寛 酒匂１５区 八ﾂ栁顕一郎
第１１区 ◎ 飯田和男 久所 窪田正昭 東栢山城北 近藤赳夫 酒匂１６区 落合友美
第１２区 須田勝次 仲沢 撫井 清 東栢山道下 岩田卓二 酒匂１7区 伊東久美子
第１３区 湯川 功 北ノ窪 市川博明 東栢山道上 二宮 義 小八幡１区 譲原春夫
新宿 山崎純一 穴部 金指隆夫 柳町 大田原文明 小八幡２区 安藤勝彦

万年 第１５区 石黒孝一 穴部新田 植木國治 西栢山 奥津一雄 小八幡３区 栗原稔育
第１６区 石井好一 上清水 ◎ 木村秀昭 栢山清流荘 水上雅史 小八幡４区 鈴木 勲
第１7区 ◎ 神保伸夫 下清水 鈴木孝次 弥生 石綿英治 小八幡５区 佐井幸治
第１８区 加藤芳永 久野 宮本 中津川福蔵 豊川 飯泉１区 門松好克 小八幡６区 椎野憲一郎
第１９区 小髙伯夫 坂下 倉石喜七郎 飯泉２区 富山浩明 小八幡８区 木暮周介
第２０区ー１ 髙井 哲 京福台 太田文隆 飯泉３区 亀井光雄 小八幡９区 津山貴嗣
第２０区ー２ 佐々木正勝 北久保 青木静男 東成田　　  ◎ 栢沼行雄 小八幡１０区 瀧本 尭

幸 第２１区 桑原義樹 下宿 奥津不二男 西成田 村山 雅 片浦 石橋 ◎ 中井英雄
第２２区 内山 宏 久野中宿     早野竹雄 成和 土谷隆之 米神 松本 勇
第２３区 加藤條一 星山 早泉淳三 桑原 加藤俊昭 根府川 會田髙久
第２４区 山口芳司 中久野 出野重富 富士見 細羽英昭 江之浦 森本俊行
第２５区 藤田幹夫 三国 安藤 敏 上府中 高田別堀西 磯﨑 衛 曽我 上曽我 鳥居輝男
第２６区 瀬戸裕一 留場 駿河 寛 高田別堀南 ◎ 杉崎一博 中河原 鳥井 功
第２７区 ◎ 瀬戸 充 坊所 ◎ 星野清治 高田別堀東 市川 直 下大井 ◎ 三田地健志

十字 第２８区 安藤啓一 欠ノ上 山口留男 上千代 杉山 満 鬼柳 杉田孝夫
第２９区 ◎ 福田光好 舟原 一寸木廣志 上原 富田昌治 曽我大沢 中津川隆
第３０区 神永四郎 諏訪の原 真野利明 下千代 吉野輝夫 春木住宅 大村健一
第３１区 荒川 優 和留沢 釣巻栄助 永塚 神野幸雄 籠場住宅 秋本武男
第３２区 谷川公治 大窪 第５８区 津田好一 東大友 宇佐美通康 花里住宅 新鹿 勲

足柄 第３３区 石川 進 第５９区 野崎 忠 西大友 飯倉正平 橘南 西第１区 大木 徹
セントラルハイツ ◎ 斎藤順治 第６０区 荻野晄男 延清 山田博康 西第２区 大曽根哲夫
第３４区 篠田康光 第６１区 ◎ 石川信雄 下曽我 曽我原 曽我義市 中宿 廣澤朗光
第３５区 石川 功 第６２区 秋山義勝 曽我谷津 ◎ 神保忠司 向原 ◎ 椎野禎章
第３６区 早野一男 第６３区 木村 勲 曽我岸 湯川誠一 町屋 椎野 亨
第３７区 川田康弘 第６４区 村松克美 曽我別所 小澤淳一 押切 田代賢二

芦子 寺町 山口真一 早川 木地挽 ◎ 木村正達 曽我神戸 岩切信一郎 羽根尾 渡邉徳太郎
荻窪 田嶋邦典 早稲田 田坂 進 曽我山岸 早野司朗 ＪＲ前川アパート 池田政孝
上谷津 髙橋一郎 向口 山口芳郎 国府津 国府津第１区 松本今朝臣 橘北 中村原第１区 ◎ 阿部信二
中谷津 村野芳一 西組 青木捷夫 国府津第２区 関野英夫 中村原第２区 野口博幸
下谷津 平井亀之助 中組 竹井幹治 国府津第３区 朝倉 知 中村原第３区 後藤洋一
入谷津 山田義衞 東組 秋山和雄 国府津第４区 古谷勝義 中村原住宅 内藤威男　
池上 ◎ 市川 勇 山王

網一色
山王松原 栁下達藏 国府津第５区 石塚 勇 中村原第６区 川野泰明

二川 井細田１区 椎野勝幸 山王西 常盤秀一 国府津第６区 柴山公平 中村原第７区 浅 英造
第４３区 ◎ 鈴木 實 山王東 古谷 登 国府津第７区 佐藤哲男 小船第１区 鈴木 保
第４４区 下田誠一 山王70区 譲原平海 国府津第８区 江藤 忠 小船第２区 瀬戸誠二
小田原グリーンタウン 福田 譲 網一色 ◎ 山田 寛 国府津第９区 向尾恭政 山西 志澤 勲

東富水 蓮正寺第１ ◎ 木村貞雄 下府中 下堀 志村 学 国府津第１０区 川口博三 小竹下 加藤文男
蓮正寺第２ 土屋 晧 中里１区ー１ 原 照夫 国府津第１１区 細谷誠次 小竹打越 岸 信彦
蓮正寺第３ 加藤英二 中里１区ー２ 高橋直之 国府津第１２区 中村登城 小竹坂呂 小澤照男
蓮正寺第４ 照井 繁 中里２区 ◎ 鈴木晴夫 国府津第１３区 中川栄一 小竹脇 池田貞一
蓮正寺第５ 池谷 勇 矢作 村山行雄 国府津第１４区 小島 實 明沢 秋澤謙次
蛍田駅前 藤間正博 南鴨宮１区 小嶋憲司 国府津第１５区 川口眞弘 沼代 片木新作
霞ノ瀬 島田 孝 南鴨宮２区 関野次男 国府津第１６区 村上良照 上町 天野福夫
狩川 永森修司 南鴨宮３区 植田 正 国府津第１８区◎ 伊澤二三雄 橘団地共同 管納さやか
蛍生会 金澤惠美子 南鴨宮４区 早野格郎 国府津第１９区 小岩幸雄 橘団地一般住宅 大隅五郎
蓮正寺住宅 吉葉茂樹 南鴨宮５区 米澤政道 酒匂・

小八幡
酒匂１区 宮坂剛一 さつきが丘 西垣有二

よし田 髙橋東吾 鴨宮２区 飯山輝夫 酒匂２区 川瀬正揚 湘南橘台住宅 小竹完治
蛍田中央 杉崎悦郎 鴨宮３区 剱持寿重 酒匂３区 鈴木利徳 若葉台 岸原雅人

自治会長名簿

地区順・敬称略、◎は連合会長（６月１日現在）

自治会は、地域内のコミュニケーションに欠かせない存在であり、自治会長は、
自主的に組織された自治会の代表者です。みんなでまちづくりに参加し、お互い
に助け合える住みよいまちを目指しましょう。        Y地域政策課　☎33-1457

平成２2年度
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今
回
取
り
上
げ
る
の
は
、
和
歌
で
は
な
く
、
五

七
五
の
俳
句
の
形
で
作
ら
れ
た
道ど

う

句く

で
、
尊
徳
41

歳
の
文
政
10
年
（
１
８
２
７
）５
月
９
日
の
日
記

の
中
に
書
か
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

尊
徳
が
20
歳
の
と
き
の
文
化
３
年（
１
８
０
６
）

に
記
さ
れ
た「
金き

ん

銭せ
ん

出で

入い
り

帳ち
ょ
う

」を
見
る
と
、「
く
り

や
う（
句く

料り
ょ
う

）一
二
文
」
や「
句
料
二
三
文
」な
ど
と

書
か
れ
て
お
り
、
こ
の
こ
ろ
か
ら
俳
句
を
読
ん
で

い
た
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

　
「
俳は

い

号ご
う

」つ
ま
り
俳
句
を
作
る
際
に
用
い
る
名
を

「
山さ

ん

雪せ
つ

」と
い
い
ま
し
た
。

　

さ
て
、
文
政
５
年（
１
８
２
２
）
に
始
ま
っ
た

桜さ
く
ら

町ま
ち

領り
ょ
う（

栃
木
県
真も

岡お
か

市
）の
復
興
事
業
は
、
そ

の
後
着
実
に
進
ん
で
い
ま
し
た
が
、
こ
の
句
が
読

ま
れ
た
こ
ろ
に
な
る
と
、
人
々
の
心
に
少
し
ず
つ

心
の
緩
み
が
生
ま
れ
始
め
ま
し
た
。
ま
た
、
事
業

が
進
む
に
つ
れ
、
そ
れ
ま
で
は
人
々
が
気
に
も
と

め
て
い
な
か
っ
た
、土
地
の
境
界
線
や
用
水
路
・

草
刈
場
の
利
用
を
め
ぐ
る
争
い
な
ど
も
目
立

つ
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
す
。
さ
ら
に
、
追
い
う

ち
を
か
け
る
よ
う
に
し
て
、
尊
徳
の
復
興
事
業

に
も
っ
と
も
よ
く
協
力
し
て
く
れ
て
き
た
横よ

こ

山や
ま

周し
ゅ
う

平へ
い

と
い
う
役
人
が
、
病
気
の
た
め
桜
町
陣

屋
を
離
れ
、
江
戸
に
帰
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
ん
な
状
況
に
あ
っ
て
、
尊
徳
の
気
分
は
す

ぐ
れ
ま
せ
ん
。
心
を
な
ご
ま
せ
て
く
れ
る
は
ず

の
、
美
し
い
カ
キ
ツ
バ
タ
の
花
を
見
て
も
、
一

向
に
気
持
ち
は
晴
れ
な
い
、
そ
ん
な
尊
徳
の
や

り
場
の
な
い
思
い
を
表
わ
し
た
の
が
、
こ
の
一

句
な
の
で
し
た
。

　

こ
の
句
は
、
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
道
歌
の
よ

う
に
、
尊
徳
の
考
え
方
や
教
え
な
ど
を
反
映
し

た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
私
た
ち
は
、
そ

こ
に
、
人
間
尊
徳
の
裸
の
心
を
垣
間
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

※
協
力　

報
徳
博
物
館
館
長

代
理　

齋
藤
清
一
郎
さ
ん

〈
苦
悩
す
る
尊
徳
〉

　

か
き
つ
ば
た　

見み

て
も
物も

の

う
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

き
の
ふ
か
ら

尊
徳
道ど

う

歌か

の
こ
こ
ろ
⑥

　

二
宮
尊
徳
が
そ
の
教
え
を
分
か
り
や
す
く
詠よ

み
上
げ
た
道
歌
は
、
現
代
の
私
た
ち
が
尊

徳
の
教
え
を
知
る
う
え
で
も
、
確
か
な
道
し
る
べ
と
な
る
も
の
で
す
。
こ
こ
で
は
、
そ
の

う
ち
の
い
く
つ
か
を
連
載
で
紹
介
し
ま
す
。

Y
尊
徳
記
念
館　

☎
36
２
３
８
１

文化5年（1808）
の俳句集に記され
た山雪（尊徳）の句。
「山雪」のサイン
がある。

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
義
務
化
が

ス
タ
ー
ト
し
て
か
ら
す
で
に
４
年
。
市
内

で
も
そ
の
間
に
、
警
報
器
が
作
動
し
大
事

に
至
ら
な
か
っ
た
ケ
ー
ス
が
５
件
も
あ
り

ま
し
た
。

　

全
国
で
住
宅
火
災
の
死
亡
者
は
５
年
連

続
で
1
，０
０
０
人
を
超
え
、
そ
の
多
く

は「
逃
げ
遅
れ
」が
原
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

火
災
の
発
生
に
気
付
け

ば
す
ぐ
に
避
難
が
で
き
、

被
害
を
最
小
限
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

設
置
期
限
は
平
成
23

年
5
月
31
日
ま
で
で
す
が
、
一
日
で
も
早

く
設
置
し
ま
し
ょ
う
。

設
置
義
務
と
な
る

住
宅
用
火
災
警
報
器
に
つ
い
て

種
類

　

煙
を
感
知
し
て
音
や
光
で
火
災
を
知
ら

せ
る
煙
式
の
住
宅
用
火
災
警
報
器
で
す
。

設
置
場
所

　

寝
室
の
天
井
や
壁
な
ど
（
寝
室
が
2
階

な
ど
の
場
合
は
、階
段
に
も
設
置
が
必
要
）。

購
入
に
つ
い
て

　

○
消
防
用
設
備
取
扱
店
や
ホ
ー
ム
セ
ン

　

タ
ー
、
家
電
販
売
店
な
ど
で
購
入
で

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

設
置
し
ま
し
た
か
？

「
命
の
見
張
り
番
！
」

Y
予
防
課　

☎
49
４
４
２
４

　

き
ま
す
。

　

○
国
の
技
術
基
準

に
適
合
し
た『
Ｎ

Ｓ
マ
ー
ク
』
が
つ

い
て
い
る
も
の
を
選
び
ま
し
ょ
う
。

　

○
価
格
の
目
安
は
1
個
3
，０
０
０
円

程
度
で
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を

販
売
し
て
い
る
業
者
の
か
た
へ

　

消
防
本
部
で
は
、
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
を
促
進
す
る
た
め
、
販
売
店
な
ど

の
リ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
ま
す
。
市
内
に

店
舗
な
ど
を
構
え
、
消
防
本
部
か
ら
の
公

表
を
希
望
す
る
業
者
の
か
た
は
、
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

悪質な販売にご注意! !

　消防職員や団員をかたり、消火
器や住宅用火災警報器を高く売り
つける業者がいます。消防職員や
団員が販売することはありません。
　「おかしいな？」と思ったら、そ
の場で契約せずに「小田原市消費
生活センター」へご相談を！
小田原市消費生活センター
相談専用ダイヤル
☎３３-１７７７
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移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア「
車
窓
の
会
」
は
、
一
人

で
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
る
こ
と
が
難
し
い

高
齢
者
や
体
の
不
自
由
な
か
た
な
ど
を
対
象
に
、

福
祉
車
両
や
会
員
が
所
有
し
て
い
る
自
家
用
車

で
通
院
や
買
い
物
な
ど
の
外
出
支
援
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　
「
以
前
に
参
加
し
て
い
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

で
、
高
齢
者
が
パ
ジ
ャ
マ
姿
で
一
日
中
家
の
中
で

過
ご
し
て
い
る
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
て
、
こ
の

か
た
た
ち
が
何
と
か
外
出
で
き
る
方
法
は
な
い

か
と
考
え
、
平
成
10
年
９
月
に
設
立
し
ま
し
た
。

当
時
は
、〝
危
な
い
か
ら
や
め
た
ほ
う
が
い
い
〞

な
ど
と
心
配
す
る
声
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
で

は
会
員
の
シ
フ
ト
を
組
む
の
に
苦
労
す
る
ほ
ど

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
」
と
話
す
の
は
、
こ

の
会
を
立
ち
上
げ
た
高
橋
さ
ん
。　

平
成
17
年

に
特
定
非
営

利
活
動
法
人

の
法
人
格
を

取
得
し
た
と

き
は
、
何
度
も

国
や
県
に
足

を
運
ん
だ
末
、

よ
う
や
く
承

認
さ
れ
た
た

め
、
そ
れ
ま
で

の
苦
労
が
一

気
に
吹
き
飛
び
、

非
常
に
感
慨

深
か
っ
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
現
在
、
代
表
を
務
め
る
塩
海
さ
ん

は
、
最
初
は
途
切
れ
が
ち
で
あ
っ
た
会
話
も

利
用
者
と
車
を
運
転
す
る
会
員
が
徐
々
に
打

ち
解
け
、
目
的
地
ま
で
会
話
が
弾
む
よ
う
に

な
っ
た
こ
と
や
、
利
用
者
の
家
族
と
の
付
き

合
い
に
も
発
展
し
た
こ
と
を
例
に
挙
げ
、
人

と
人
と
の
つ
な
が
り
の
大
切
さ
を
痛
感
し
た

と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
か
は
多
く
の
利
用
者
と
一
緒
に
宿
泊

旅
行
を
実
施
す
る
こ
と
な
ど
を
目
指
し
て
、

今
後
も
利
用
者
の
健
康
面
の
確
認
に
も
配
慮

し
な
が
ら
、
こ
の
取
り
組
み
を
続
け
て
い
き

た
い
と
の
こ
と
で
し
た
。

※「
車
窓
の
会
」で
は
、移
送
時
に
ド
ラ
イ
バ
ー

と
し
て
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
随

時
募
集
し
て
い
ま
す
。

移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
車
窓
の
会
」

（
事
務
所
）南
町
３-

10-

11　

☎
24
７
１
８
１

【
連
載
】

13131313131313

お
出
か
け
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

お
出
か
け
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

お
出
か
け
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

お
出
か
け
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す

特
定
非
営
利
活
動
法
人　

移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
車
窓
の
会
」

移
送
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
車
窓
の
会
」

　

富
士
登
山
は
今
年
で
63
回
目
、
美
化
清
掃
は
52

回
を
数
え
る
歴
史
あ
る
相
洋
高
校
山
岳
部
。
全
国

高
校
総
合
体
育
大
会
で
の
入
賞
や
、
県
総
体
で
の

優
勝
の
ほ
か
、
富
士
清
掃
登
山
が
県
山
岳
連
盟
に

表
彰
さ
れ
る
な
ど
、
輝
か
し
い
実
績
を
収
め
ま
す
。

平
日
の
放
課
後
は
ラ
ン
ニ
ン
グ
や
筋
力
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
で
体
力
を
養
い
、
休
日
を
利
用
し
登
山
を
行

い
ま
す
。

　

部
長
の
大
脇
さ
ん
が

「
皆
そ
れ
ぞ
れ
自
主
的
に

行
動
し
て
く
れ
る
の
で
、

部
長
と
し
て
の
苦
労
は

あ
ま
り
な
い
」
と
言
う

部
員
た
ち
は
協
力
的
で

仲
が
よ
く
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
雰
囲
気
が

強
み
で
す
。
ほ
と
ん
ど
の
部
員
が
入

部
前
は
登
山
未
経
験
で
も
、
厳
し
い

自
然
に
負
け
な
い
の
は
、
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
の
積
み
重
ね
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク

が
あ
る
か
ら
こ
そ
な
の
で
す
。

　

副
部
長
の
岩
堀
さ
ん
は
、「
雄
大

な
景
色
を
望
み
、
最
高
の
気
分
を
味

わ
う
と
、
日
ご
ろ
か
ら
周
囲
の
景
色

や
四
季
の
移
ろ
い
に
気
を
留
め
る
よ

う
に
な
る
」と
山
の
魅
力
を
語
り
ま
す
。

山
岳
技
術
に
加
え
、
美
し
い
草
花
を

教
え
て
く
だ
さ
る
の
は
、
顧
問
の
勝

見
先
生
。
先
生
手
作
り
の
練
習
用
ク

ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
が
備
わ
っ
た

部
室
で
は
、
部
員
同
士
の
楽
し
い
会

話
が
絶
え
ま
せ
ん
。

　
「
山
岳
部
で
は
、
他
の
部
活
で
は

な
か
な
か
味
わ
え
な
い
よ
う
な
体
験

も
た
く
さ
ん
出
来
る
」
と
言
う
川
口

さ
ん
は
２
年
生
。
今
月
19
日
か
ら
の

富
士
登
山
が
先
輩
た
ち
と
の
最
後
の
登
山
で
す
。

「
頂
上
ま
で
の
道
の
り
は
苦
し
く
、
天
候
が
悪
い
と

特
に
き
つ
い
。
で
も
仲
間
と
話
し
な
が
ら
楽
し
ん

で
行
く
か
ら
こ
そ
、
乗
り
切
れ
る
の
で
す
」
と
、
は

に
か
む
彼
ら
の
絆
・
・
・
。
自
然
の
厳
し
さ
に
と

も
に
挑
み
、
そ
の
美
し
さ
や
尊
さ
を
共
感
す
る
こ

と
で
、
さ
ら

に
絆
が
深
ま

る
よ
う
な
、

天
候
に
も
恵

ま
れ
た
最
高

の
富
士
登
山

に
な
る
こ
と

を
祈
り
ま
す
。

３月の県高校体育連盟登山専門部主催
の春山講習会（八ヶ岳天狗岳）

仲間と目指す頂仲間と目指す頂
相洋高等学校山岳部

車窓の会のみなさん（右から、塩海代表、高橋さん）

利用者の乗車をサポートする会員

（写真左から）岩堀翔太岩堀翔太さんさん（3年）
　　　 大脇隆幸　　　 大脇隆幸さんさん（3年） 川口川口佳佳

けいけい

祐祐
すけすけ

さんさん（2年）
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究
や
担
い
手
の
確
保
策
、
合
意
形
成
の
方
法

等
が
検
討
さ
れ
、
こ
の
秋
に
最
終
報
告
さ
れ

る
予
定
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
地
域
に

求
め
ら
れ
る
も
の

　

平
成
20
年
11
月
に
学
識
経
験
者
や
地
域
団

体
の
代
表
者
、
公
募
市
民
の
参
加
を
得
て
始

ま
っ
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
討
委
員
会
で

は
、
こ
れ
ま
で
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
て

団
体
が
連
携
す
る
仕
組
み
で
あ
る
「
地
域
運

営
協
議
会
」
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て

検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。
平
成
20
年
度
に
は
、

こ
れ
か
ら
の
地
域
に
求
め
ら
れ
る
機
能
と
し

て「
地
域
の
各
種
団
体
の
連
携
を
図
る
機
能
」、

「
地
域
の
人
材
活
用
・
育
成
の
た
め
の
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
」
お
よ
び
「
参
加
し
た
く

な
る
交
流
の
場
の
創
出
」に
つ
い
て
報
告
さ

れ
ま
し
た
。

　

平
成
21
年
度
に
は
、
先
進
都
市
の
事
例
研

地域コミュニティ

地域コミュニティ検討委員会

自治会、社会福祉協議会、民生委員児童委員協議会、青少
年育成会、体育振興会など地域ではさまざまな団体が活躍して年育成会、体育振興会など地域ではさまざまな団体が活躍して
います。これらの活動の連携を図ることで、地域の可能性はもっ
と広がるのではないでしょうか。と広がるのではないでしょうか。

Y地域政策課　☎３３-１45８

　

高
度
経
済
成
長
時
に
は
財
政
力
が
増
大

し
、
道
路
の
修
繕
な
ど
そ
れ
ま
で
地
域
で

担
っ
て
き
た
こ
と
を
行
政
が
引
き
受
け
る

よ
う
に
な
り
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
充
実
す

る
一
方
で
、
地
域
で
助
け
合
う
こ
と
の
大

切
さ
が
見
え
に
く
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
不
況
と
財

政
危
機
で
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
縮
小
し
、
地

域
力
が
再
び
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て

き
て
お
り
、
全
国
的
に
は
、
平
成
7
年
の

阪
神
淡
路
大
震
災
を
契
機
と
し
て
、
市
民

活
動
に
お
け
る
新
し
い
傾
向
と
し
て
地
域

の
た
め
に
貢
献
す
る
と
い
う
動
き
が
生
ま

れ
て
き
て
い
ま
す
。

　
「
地
域
づ
く
り
」
と
は
、
行
政
が
地
域

任
せ
で
何
も
し
な
い
と
い
う
の
で
は
な
く
、

住
民
が
行
政
と
連
携
し
て
地
域
が
必
要
と

し
て
い
る
も
の
を
築
い
て
い
く
こ
と
で
あ

り
、
非
常
に
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

現
在
の
よ
う
な
厳
し
い
時
代
を
た
だ
我

慢
し
て
過
ご
す
の
で
は
な
く
、
地
域
が
自

ら
の
問
題
を
皆
で
受
け
止
め
、
共
有
し
て

い
く
と
い
う
ス
タ
イ
ル
を
取
り
戻
す
チ
ャ

ン
ス
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
べ
き
で
な
い

で
し
ょ
う
か
。

名な

和わ

田た

是よ
し

彦ひ
こ

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
の
現
状
に
つい
て

市
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
討
委
員
会
委
員
長

市
行
政
戦
略
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

法
政
大
学
法
学
部
教
授

地域が連携して地域が連携して地域が連携して地域が連携して地域が連携して地域が連携して
課題を解決課題を解決
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地
域
の
課
題
を
解
決
す
る
た
め
に

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
検
討
委
員
会
で
は
平

成
20
年
度
に
提
言
さ
れ
た
機
能
に
つ
い
て
検

証
す
る
た
め
、
昨
年
度
に
各
地
区
で
策
定
さ

れ
た
地
域
別
計
画
の
中
に
盛
り
込
ま
れ
た
事

業
な
ど
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
取
り

組
み
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
行
い
、
こ
の
取

り
組
み
か
ら
得
ら
れ
る
検
証
の
成
果
に
つ
い

て
、
最
終
報
告
の
と
り
ま
と
め
を
行
う
予
定

で
す
。

　

富
水
地
区
で
の
モ
デ
ル
事
業

　

富
水
地
区
で
は
、
昨
年
か
ら
、
モ
デ
ル
事

業
に
向
け
た
準
備
委
員
会
を
発
足
さ
せ
、
自

治
会
長
や
青
少
年
育
成
会
長
な
ど
委
員
の
か

た
が
た
が
地
域
の
活
動
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま

な
議
論
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
す
で
に
行
わ
れ
て
い
る
事
業

の
う
ち
、「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
昼
食
会
」と

の
う
ち
、「
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
昼
食
会
」と

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」の

「
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」の
2
つ
の
事
業
を
取

り
上
げ
、
他
団
体
の
協
力
な
ど
に
よ
る
規
模

り
上
げ
、
他
団
体
の
協
力
な
ど
に
よ
る
規
模

り
上
げ
、
他
団
体
の
協
力
な
ど
に
よ
る
規
模

の
拡
大
を
試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

の
拡
大
を
試
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

●
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
昼
食
会

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
「
と
も
し
び
会
」

が
富
水
地
区
内
の
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者

を
対
象
に
、
お
お
む
ね
月
に
1
回
昼
食
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
に
加
え
て
他
団

体
の
協
力
を
得
な
が
ら
地
区
内
の
4
か
所

程
度
の
会
場
で
お
茶
会
を
開
催
し
、
よ
り
多

く
の
高
齢
者
が
身
近
な
場
所
で
集
ま
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

●
健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

　

富
水
地
区
で
福
祉
活
動
を
行
っ
て
こ
ら
れ

た
有
志
の
か
た
が
た
が
発
起
人
と
な
り
、
日

ご
ろ
外
出
す
る
機
会
の
少
な
い
高
齢
者
の
か

た
を
対
象
に
本
年
1
月
か
ら
、
七
福
神
め
ぐ

り
、
梅
ま
つ
り
見
物
な
ど
、
季
節
に
応
じ
た

コ
ー
ス
を
設
定
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド

の
案
内
を
受
け
な
が
ら
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
楽

し
む
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
で
い
か
に
広
報
を
充
実
さ
せ
規

模
の
拡
大
を
図
っ
て
い
く
か
を
議
論
し
て
い

ま
す
。

 

生 （
い
き
）ご
み
小
田
原

  

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
生
ご
み
堆
肥
化
）

　

生
ご
み
を
資
源
と
し
て
と
ら
え
、
堆
肥
化

し
て
使
う
地
域
内
循
環
の
仕
組
み
を
構
築
し
、

ご
み
の
減
量
及
び
資
源
化
の
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
検
証
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

【
地
域
で
の
取
り
組
み
】

　

現
在
、
報
徳
小
学
校
に
設
置
さ
れ
て
い
る

大
型
生
ご
み
処
理
機
を
用
い
て
、
堆
肥
化
に

取
り
組
み
ま
す
。
周
辺
地
域
で
分
別
し
た
生

ご
み
を
搬
入
し
て
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
り
、

実
施
し
て
い
ま
す
。

【
家
庭
で
の
取
り
組
み
】

　

市
内
全
域
を
対
象
と
し
て
、
家
庭
で
各
種

堆
肥
化（
電
動
式
生
ご
み
処
理
器
、
段
ボ
ー

ル
コ
ン
ポ
ス
ト
、
Ｅ
Ｍ
ぼ
か
し
、
コ
ン
ポ
ス

タ
ー
、
庭
や
畑
に
埋
め
る
な
ど
）に
取
り
組

ん
で
い
た
だ
け
る
か
た
を
募
り
、
実
施
し
て

い
ま
す
。

Y
環
境
政
策
課　
　
　
　

   

☎
33
１
４
７
１

平成22年1月7日　健康ウォーキング「七福神めぐり」

平成22年4月28日　一人暮らし高齢者昼食会

経済性と機能性に優れた段ボールコンポスト

広報小田原 2010年6月1日号

地
域
を
舞
台
に

さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
以
外
に
も
地
域
や
市

民
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
い
く
つ
か
の
モ
デ
ル

事
業
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

一
部
を
ご
紹
介
し
ま
す
の
で
、
お
住
ま
い

の
地
域
で
実
施
さ
れ
る
場
合
に
は
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

 

ケ
ア
タ
ウ
ン

　

市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
と
も
に
支
え
合
い
、

助
け
合
い
な
が
ら
、
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、

子
育
て
家
庭
な
ど
支
援
を
必
要
と
し
て
い
る

か
た
が
た
を
、
制
度
の
枠
組
み
を
越
え
て
、

市
民
、
事
業
者
、
行
政
な
ど
が
一
体
と
な
っ

て
支
え
る
仕
組
み
で
す
。

　

今
年
度
は
５
地
区
ほ
ど
を
対
象
に
さ
ま

ざ
ま
な
テ
ー
マ
で
モ
デ
ル
事
業
に
取
り
組

み
ま
す
。

Y
福
祉
政
策
課　
　
　

☎
33
１
８
６
１

 

ス
ク
ー
ル
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

　

多
く
の
人
や
団
体
の
協
力
の
も
と
、
子
ど

も
た
ち
を
地
域
総
ぐ
る
み
で
見
守
り
育
て
て

い
こ
う
と
す
る
も
の
で
す
。

　

主
に
、
小
学
校
区
に
お
い
て
、
地
域
の
子

ど
も
た
ち
が
参
加
で
き
る
事
業
や
集
え
る
拠

点
を
作
り
、
ま
た
、
子
ど
も
向
け
事
業
な
ど

の
情
報
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。

Y
生
涯
学
習
政
策
課　

☎
33
１
７
２
１

Y
青
少
年
課　
　
　
　

☎
33
１
７
２
３



ま
ち
づ
く
り
情
報
誌

広
報
お
だ
わ
ら
は
、
資
源
保
護
の
た
め
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

4
月
１
日
現
在 

小
田
原
市
の
人
口
１
９
８
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９
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世
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表紙の言葉表紙の言葉

市
内
電
車
の
登
場

　

昭
和
初
期
ま
で
市
内
に
路
面
電
車

が
走
っ
て
い
た
こ
と
を
、ご
存
知
で
す

か
？

　

小
田
原
電
気
鉄
道
は
１
９
０
０
年
、

当
時
最
新
の
交
通
機
関
と
し
て
、
小
田

原
地
方
の
人
々
の
期
待
に
こ
た
え
て
登

場
し
ま
し
た
。

　

国
府
津
を
始
点
と
し
て
、
小
田
原
、

箱
根
に
向
か
う
旅
行
客
や
地
元
の
か
た

の
足
と
し
て
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
ま
し
た
。

時
代
の
変
遷
と
と
も
に
縮
小

　

１
９
２
０
年
、
国
府
津̶

小
田
原
間

に
鉄
道（
熱
海
線
の
一
部
）が
敷
設
さ
れ

た
た
め
、
国
府
津
駅̶

小
田

原
町
役
場
間（
本
町
）が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
１
９

３
５
年
に
は
登
山
鉄
道
線
の

国
鉄
小
田
原
駅
乗
り
入
れ
の

た
め
の
新
線
の
敷
設
に
よ
っ

て
重
複
す
る
区
間
（
光
円
寺

前̶

箱
根
湯
本
間
）が
廃
止

さ
れ
ま
し
た
。

　

市
内
（
小
田
原
駅̶

箱
根

板
橋
間
）の
み
と
規
模
は
縮

小
さ
れ
た
も
の
の
、
相
変
わ

ら
ず
利
用
者
は
多
く
、
貴
重

な
交
通
機
関
と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。

　

１
９
４
０
年
、
小
田
原
に
市
政
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
は
〝
市
内
電
車
〞
と
呼

ば
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

今
で
も
懐
か
し

く
思
い
出
を
語

る
か
た
が
い
る

ほ
ど
市
民
に
愛

さ
れ
る
電
車
と

な
り
ま
し
た
。

さ
よ
う
な
ら

市
内
電
車

　

市
民
の
足
と

し
て
活
躍
し
た

市
内
電
車
も
戦
後
復
興
と
と
も
に
急
増

し
た
自
動
車
な
ど
交
通
情
勢
の
変
化
に

伴
い
、
１
９
５
６
年
に
全
線
廃
止
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

営
業
最
終
日
の
１
９
５
６
年
５
月
31

日
、
電
車
は

造
花
と
モ
ー

ル
で
飾
ら
れ

「
電
車
ま
つ

り
」
の
看
板

を
つ
け
、
子

ど
も
を
無

料
で
乗
せ
る

サ
ー
ビ
ス
を

し
な
が
ら
、

華
や
か
に
半

世
紀
に
渡
る

歴
史
を
終
え

ま
し
た
。

市制施行から70年という節目の今年。
先人の営みより継承されたもの、自然事象とともに刻んだ足跡、古きよき故郷の懐かし
い面影など、小田原の歴史には「無尽蔵の市民力」へとつながることがたくさんあります。
ここでは、そうした記録と記憶をたどります。

〈連載〉

あの日 あのとき
小田原

板橋には、今も旧東海道の面影が色濃く残ります。板橋には、今も旧東海道の面影が色濃く残ります。
その昔は職人町と言われるほど多くの職人たちが住その昔は職人町と言われるほど多くの職人たちが住
んでいました。蔵や町屋のほか、松永記念館などんでいました。蔵や町屋のほか、松永記念館など
の明治・大正の別荘地なども数多く残り、歴史と風の明治・大正の別荘地なども数多く残り、歴史と風
情が感じられます。情が感じられます。

「旧東海道の街並み」（大窪地区）「旧東海道の街並み」（大窪地区）「旧東海道の街並み」（大窪地区）
小田原ふるさとの原風景百選 no.29

１９３８年幸町交差点付近の電車、正面奥が小田原駅

１９４０年幸町（現本町１丁目）停留所で乗降する客

１９５６年５月３１日小田原駅発着場での市内電車廃車式、花束を受け取る最後の運転手

第３回

多くの人に惜しまれて・・・

さようなら市内電車

フラッシュバック 原風景

１９３４年ごろの板橋旧道を走る市内電車



未来開拓人
おだわら

市民の皆さん一人ひとりの無尽蔵の力が、
明日の小田原を描き、未来の小田原を拓

ひら

きます。さまざまな分野で活躍する皆さん
の取り組みなどを特集でご紹介します。

　

子
ど
も
た
ち
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
、

異
な
る
世
代
や
多
様
な
価
値
観
を
持
つ
人
と

の
交
流
が
不
足
し
て
い
ま
す
。
地
域
社
会
の

現
場
体
験
を
通
じ
て
、「
関
わ
る
力
」
を
養
い
、

豊
か
な
人
間
性
を
育は

ぐ
く

む
こ
と
、
郷
土
を
愛
し
、

誇
り
に
思
う
子
ど
も
た
ち
を
育
て
る
こ
と
が
、

よ
り
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
学
校
と
家
庭
と
地
域
が
一
体
と

な
っ
た
『
地
域
一
体
教
育
』
と
、
幼
稚
園
・

保
育
園
、
小
学
校
、
中
学
校
が
一
体
と
な
っ

た『
幼
保
・
小
・
中
一
体
教
育
』
の
融
合
を

進
め
て
い
ま
す
。「
一
体
」「
融
合
」と
い
っ
た

キ
ー
ワ
ー
ド
の
実
現
の
た
め
に
、
地
域
と
学

校
を
つ
な
ぐ
パ
イ
プ
役
と
し
て
ス
ク
ー
ル
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
各
校
に

配
置
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
多
岐
に
わ
た

る
学
校
の
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
学
校

を
支
援
す
る
ス
ク
ー
ル
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

日
々
奮
闘
し
て
い
ま
す
。

　

お
だ
わ
ら
っ
子
を
時
に
や
さ
し
く
、
時
に

厳
し
く
包
み
な
が
ら
、
目
指
し
て
い
く
の
は

「
明
日
が
待
ち
遠
し
く
な
る
よ
う
な
魅
力
あ

る
学
校
」で
す
。

10
年
先
、
20
年
先
の
小
田
原
に
生
き
る

人
々
の
幸
せ
に
つ
な
が
る『
未
来
へ
の
学
校

づ
く
り
』が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
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地域で育てるおだわらっ子
～子どもから広がる地域の輪～
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小
学
校
も
中
学
校
も
同
じ
学
区
と
い
う
こ

と
で
保
護
者
同
士
の
結
束
も
固
い
で
す
ね
。

子
ど
も
会
や
自
治
会
の
行
事
で
も
一
緒
で
す
し
、

（
兄
弟
が
い
る
の
で
）両
方
の
学
校
の
保
護
者

と
い
う
か
た
も
多
い
で
す
か
ら
。『
気
軽
に
学
校

へ
行
っ
て
お
手
伝
い
！
』と
い
う
土
壌
が
で
き
て

い
ま
す
（
鳥
居
さ
ん
）。

　

城
南
中
で
は
、

地
域
の
早
川
小
、

大
窪
小
と
一
緒
に
、

３
校
で
共
通
の
目

標
・
課
題
を
見
つ

け
、
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
そ
の
一

つ
が『
あ
・
せ
・
ふ
・

け
運
動
』（
※
）
の

実
践
で
す
。

　

市
内
に
は
公
立

の
小
学
校
が
25
校
、

中
学
校
が
11
校
あ

り
、
一
般
的
に
は
、

複
数
の
小
学
校
か

ら
一
つ
の
中
学
校

へ
進
学
し
ま
す
。

　

そ
の
中
で
国
府

津
中
学
校
区
は
、

１
小
学
校
、
１
中

学
校
か
ら
な
る
特

色
の
あ
る
学
区
で
す
。
地
理
的
な
要
因
や
歴

史
的
な
地
域
の
成
り
立
ち
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

理
由
か
ら
、
学
区
が
〝
小
学
校
＝
中
学
校
〞

な
の
で
す
。
現
在
で
は
、
全
国
的
に
も
小
中

一
体
教
育
の
取
り
組
み
が
見
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
が
、
国
府
津
中
学
校
区
で
は
、

図
ら
ず
も
小
中
一
体
教

育
が
実
践
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

し
か
も
、
学
校
、
保

護
者
、
地
域
が
一
体
と

な
っ
て
、
学
区
の
特
性

を
生
か
す
た
め
の
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

2

学校に入学したばかりの１年生。
給食のお手伝いにお母さんが。

■
城
山
中
学
校
区

【
三
の
丸
小
】
地
域
み
ん
な
が
関
わ
り
合
い

人
間
力
を
育
む
学
校
づ
く
り

【
新
玉
小
・
芦
子
小
】

【
片
浦
小
】
農
園
活
動
を
通
し
た
食
育
の
推
進

【
城
山
中
】
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
ひ
と
つ

に
な
っ
て
取
り
組
む
覇
気
あ
る
生
徒
の

育
成

■
白
鷗
中
学
校
区

【
新
玉
小
】
未
来
へ
つ
な
げ
よ
う  

地
域
と

つ
く
る
緑
の
グ
ラ
ン
ド

【
山
王
小
】
夢
と
希
望
に
向
か
っ
て
感
性
あ

ふ
れ
る
山
王
小
学
校

【
町
田
小
】
す
こ
や
か
町
田
っ
子
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

【
白
鷗
中
】
生
徒
が
生
き
生
き
と
活
動
で
き

る
学
校
づ
く
り

■
白
山
中
学
校
区

【
足
柄
小
】
に
こ
に
こ
広
場
グ
リ
ー
ン
化
プ

ラ
ン

【
芦
子
小
】「
地
球
に
や
さ
し
い
行
動
」
が
で

き
る
子
の
育
成

【
久
野
小
】
学
ぼ
う
農
業
体
験
か
ら　

育
て

よ
う
豊
か
な
心

【
白
山
中
】白
山
ト
ラ
イ
や
る
ウ
ィ
ー
ク（
職

場
体
験
学
習
）

■
城
南
中
学
校
区

【
大
窪
小
】
豊
か
な
心
を
育
む
学
校
づ
く
り

【
早
川
小
】
自
然
や
人
と
の
ふ
れ
あ
い
を
大

切
に
し
、
豊
か
な
心
を
育
む
学
校
づ
く
り

【
城
南
中
】
生
徒
が
生
き
生
き
と
生
活
で
き

る
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り

■
鴨
宮
中
学
校
区

【
下
府
中
小
】
校
庭
の
芝
生
を
生
か
し
た
学

校
づ
く
り

【
矢
作
小
】
笑
顔
い
っ
ぱ
い
矢
作
っ
子

【
豊
川
小
】
豊
か
な
人
間
関
係
づ
く
り
を
目

指
し
た
学
校
づ
く
り

【
鴨
宮
中
】
鴨
宮
地
区
に
お
け
る
一
体
教
育

の
推
進

平
成
22
年
度
の

未
来
へ
つ
な
が
る
学
校
づ
く
り

各
校
の
取
り
組
み

９年間の絆
きずな

は地域の宝物
【国府津中学校区】

学区の特性を生かした
小中一体の地域教育

文化活動発表会のヒップホップを
指導する田代賢広さん。

図画工作の授業では糸のこ盤の補助を。
ここはお父さんの出番です。

スポーツテストでは記録の補助を。
お母さんからガンバレの声援も。

感じる地域の底力
【城南中学校区】

あ・せ・ふ・け運動は
地域の合言葉！

早川小、大窪小の６年生と城南中の３年生が
一緒に卒業製作。

製作したテーブルとベンチの前でイェーイ！

国府津中学校
ボランティア
コーディネーター
野地 眞奈美さん

国府津小学校
ボランティア
コーディネーター
鳥居 康子さん

　

保
護
者
に
は
必
ず
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
役
割
を
持
っ
て

い
た
だ
く
と
い
う
学
区
の
ル
ー
ル
が
あ
る
た
め
、

国
府
津
小
と
行
事
が
重
複
し
な
い
よ
う
に
、

鳥
居
さ
ん
と
は
積
極
的
に
連
絡
を
取
っ
て
い
ま

す（
野
地
さ
ん
）。

●

　

国
府
津
小
、
中
一
体
の
教
育
活
動
の
一
つ

と
し
て
「
学
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
よ
り
」
を
合
同

で
発
行
し
て
い
ま
す
。
両
校
の
情
報
交
換
も
で

き
ま
す
し
、
地
域
に
も
回
覧
板
な
ど
で
発
信

す
る
こ
と
で
、
子
育
て
世
代
以
外
の
か
た
に
も

学
校
の
こ
と
を
気
に
か
け
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

小
中
学
校
の
９
年
間
を
同
じ
仲
間
と
過
ご

す
と
い
う
絆
は
、
国
府
津
中
学
校
区
な
ら
で
は

の
宝
物
な
の
で
す
ね
。

※※※※



　

そ
し
て
、
昨
年
度
は
早
川
小
の
学
校
林
の

間
伐
材
を
使
っ
て
卒
業
製
作
を
３
校
合
同
で

や
り
ま
し
た
。

　

地
元
の
森
林
組
合
や
地
域
の
か
た
が
た
の

協
力
で
、
テ
ー
ブ
ル
や
ベ
ン
チ
を
製
作
し
ま

し
た
し
、
い
い
思
い
出
に
な
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
、
小
学
校
、
地
域
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

　

い
ろ
い
ろ
な
技
術
や
能
力
を
持
っ
た
か
た

が
、
そ
れ
を
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
発
揮
し

て
く
だ
さ
る
。
こ
の
地
域
の
底
力
を
感
じ
ま

す
。
そ
し
て
、
学
校
は
子
ど
も
た
ち
に
絆
を

つ
く
る
き
っ
か
け
を
提
供
す
る
と
い
う
こ
と

で
す
。
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
は
学
校
だ
け

で
成
し
得
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
ら
ね
。

　

城
南
中
学
校
区
の
パ
ワ
ー
を
感
じ
る
と
こ

ろ
は
、
地
域
の
多
く
の
か
た
が
学
校
の
力
に

な
っ
て
く
れ
る
と
い
う
こ
と
で
す
ね
。

　

歴
史
の
あ
る
地
域
と
い
う
こ
と
や
、
農
業

や
漁
業
な
ど
地
元
で
働
い
て
い
る
か
た
が
多

い
と
い
う
こ
と
も
、
学
校
を
中
心
と
し
た
地

域
で
の
活
動
が
盛
ん
な
要
因
だ
と
思
い
ま
す
。

私
も
入
生
田
で
住
職
を
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
一
般
的
に
は
〝
学
校
に
関
わ
っ

て
く
れ
る
大
人
＝
保
護
者
〞
で
あ
る
と
思
う

の
で
す
が
、
若
い
世
代
か
ら
70
代
、
80
代
の

か
た
ま
で
、
子
育
て
を
卒
業
し
た
世
代
の
か

た
も
、
学
校
に
関
わ
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。

　

自
分
の
子
ど
も
だ
け
が
良
け
れ
ば･･･

、
と

い
う
エ
ゴ
を
捨
て
て
、
地
域
の
人
材
が
地
域

全
体
の
成
長
を
願
っ
て
く
れ
て
い
ま
す
。
こ

こ
に
は
そ
う
い
う
こ
と
を
大
切
に
し
て
い
く

風
土
が
、
し
っ
か
り
根
付
い
て
い
る
の
で
す
。

●

　

歴
史
上
の
遺
跡
や
名
勝
が
多
く
風
光
明
媚び

な
城
南
中
学
校
区
。
海
・
山
・
川
が
す
べ
て

あ
る
居
心
地
の
よ
い
環
境
と
そ
れ
を
守
っ
て

い
く
か
た
が
た
が
い
ま
す
。
丘
陵
地
に
あ
る

た
め
、
学
校
建
設
用
地

を
探
す
こ
と
に
も
労
を

要
し
た
歴
史
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
だ
け
に
地
域
の

思
い
が
詰
ま
っ
た
学
校
。

そ
し
て
思
い
を
一
心
に

受
け
た
子
ど
も
た
ち
が

こ
こ
に
い
ま
す
。
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■
千
代
中
学
校
区

【
千
代
小
】
地
域
と
共
に
活
動
す
る
学
校
づ

く
り　

ほ
た
る
田
を
自
分
た
ち
の
手
で

【
下
曽
我
小
】
出
会
い
・
ふ
れ
あ
い
・
下
曽

我
っ
子
１
９
９

【
曽
我
小
】
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
も

つ
児
童
の
育
成
を
め
ざ
し
た
学
校
づ
く
り

【
豊
川
小
】

【
千
代
中
】
生
徒
の
生
き
抜
く
力
を
育
む
た

め
の
未
来
へ
つ
な
が
る
学
校
づ
く
り

■
国
府
津
中
学
校
区

【
国
府
津
小
・
中
学
校
共
同
事
業
】
保
・
小
・

中
一
体
教
育
の
推
進

■
酒
匂
中
学
校
区

【
酒
匂
小
】
豊
か
な
人
間
性
を
育
成
す
る
学

校
づ
く
り

【
富
士
見
小
】
豊
か
な
学
び
の
あ
る
学
校
づ

く
り

【
酒
匂
中
】「
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
」
が

い
っ
ぱ
い
の
生
徒
を
育
む

■
泉
中
学
校
区

【
富
水
小
】
健
や
か
な
心
と
か
ら
だ
を
育
む

学
校
づ
く
り

【
東
富
水
小
】
地
域
を
キ
ャ
ン
パ
ス
に
、
豊

か
な
学
び
と
心
を
育
む
学
校
づ
く
り

【
泉
中
】
確
か
な
学
力
と
豊
か
な
心
を
育
む

た
め
の
指
導
と
教
育
環
境
の
整
備

■
城
北
中
学
校
区

【
桜
井
小
】
人
と
関
わ
り
合
っ
て
、
共
に
成

長
す
る
特
色
あ
る
学
校
づ
く
り　

【
報
徳
小
】
食
育
の
推
進
（
学
校
園
・
学
校

田
で
の
栽
培
と
収
穫
）

【
城
北
中
】
子
ど
も
の
生
き
る
力
の
醸
成

■
橘
中
学
校
区

【
前
羽
小
】
前
羽
の
自
然
か
ら
学
ぶ
！
ふ
る

さ
と
学
習
活
性
化
プ
ラ
ン

【
下
中
小
】
生
き
る
実
感
に
あ
ふ
れ
た
子
の

育
成

【
橘
中
】
環
境
マ
イ
ン
ド
の
育
成
と
新
教
育

課
程
に
対
応
し
た
授
業
づ
く
り

※
新
玉
小
、
芦
子
小
、
豊
川
小
は
複
数
の
中
学
校

に
進
学
す
る
た
め
重
複
し
ま
す
。

いつもある当たり前に
感謝です

【城南中学校】武井壮太郎さん、
　　　　   秋澤秀夫さん、安達萌奈さん

　花壇の整備、安全パトロールなどなど、城
南中学校区では学校に地域の大人がいること
が日常の風景です。
　生徒だけではできないことを皆さんが手
伝ってくれるのは助かりますし、地元の人な
ので、すぐに仲良くなれます。城南中では当
たり前のように思っていたことが、地域の温
かい思いから成り立っているんですね。と、
生徒会長の武井さん、副会長の秋澤さんと安
達さんは笑顔で答えます。
　あ・せ・ふ・けの成果なのか、校内ですれ違
う地域の人たちに、「こんにちは」と、さわや
かなあいさつがいつも響きわたります。

左から、安達さん、武井さん、秋澤さん

城南中学校
ＰＴＡ会長

武内 徳昭さん

城南中学校
校長

小川 護
まもる

さん

夏休みの暑い中、大窪小のソーラー花時計の
手入れをする地域のかたがた。

あせふけ運動は地域みんなの約束です。

※『あ・せ・ふ・け』とは、○あいさつ、○せいそう、
○ふくそう、○けじめの頭文字をとった、社会
の規範となる生活習慣の定着を目指した運
動のことです。

※
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社
会
環
境
が
多
様
化
し
、
複
雑
化
し
、
急

激
に
変
化
す
る
中
で
、
子
ど
も
た
ち
を
め

ぐ
る
課
題
は
数
多
く
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

自
制
心
や
規
範
意
識
が
希
薄
化
し
て
い
る

こ
と
、
生
活
習
慣
の
確
立
が
不
十
分
で
あ

る
こ
と
、
学
習
や
将
来
に
対
し
て
無
気
力

で
あ
っ
た
り
不
安
を
感
じ
た
り
し
て
い
る

こ
と
、
人
間
関
係
づ
く
り
が
苦
手
で
あ
る

こ
と
な
ど
で
す
。

　

未
来
を
生
き
抜
い
て
い
く
子
ど
も
た
ち

の
幸
せ
を
考
え
る
と
き
、
こ
の
課
題
を
解

決
し
て
い
く
こ
と
は
待
っ
た
な
し
の
状
態

で
す
。
そ
し
て
、
そ
の
解
決
に
向
け
て
学

校
教
育
が
担
う
役
割
は
ま
す
ま
す
重
要
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
こ
れ
を
受
け
、
平
成
22
年
度
学

校
教
育
の
基
本
方
針
の
中
に
、
め
ざ
す
子

ど
も
像
と
し
て
、
未
来
を
拓
く
た
く
ま
し

い
子
ど
も『
３
つ
の
心
（
温
か
い
心
・
広
い

心
・
燃
え
る
心
）』と『
３
つ
の
力
（
関
わ
る

力
・
学
ぶ
力
・
創
る
力
）』
を
持
っ
た
子
ど

も
を
示
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
を
め
ぐ
る
課
題
を
解
決
し

て
い
く
た
め
に
、
特
に
、
３
つ
の
力
の
「
関

わ
る
力
」
を
育
て
る
こ
と
を
重
点
と
し
た
取

り
組
み
を
積
み
重
ね
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

関
わ
る
の
は
、
人
で
あ
り
、
学
問
で
あ

り
、
自
然
環
境
で
あ
り
、
食
や
健
康
で
あ
り
、

文
化
で
あ
り
、
ふ
る
さ
と
で
あ
り
…
子
ど

も
が
生
き
て
い
く
中
で
向
き
合
っ
て
い
く

あ
ら
ゆ
る
事
象
で
す
。

　

各
学
校
で
は
、
目
の
前
に
い
る
子
ど
も

た
ち
の
幸
せ
を
願
い
、「
関
わ
る
力
」
を
育

て
る
た
め
に
、
ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
設

定
し
、
ど
の
よ
う
に
学
習
を
行
う
の
か
と

い
う
教
育
活
動
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

そ
れ
が
、
こ
こ
で
紹
介
し
た
36
校
36
通
り

の『
未
来
へ
つ
な
が
る
学
校
づ
く
り
』で
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
学
校
づ
く
り
を
支
え
て

い
た
だ
く
の
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
力
で
す
。

市
が
積
み
上
げ
て
き
た
財
産
で
あ
る
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
教
育
を
学

校
づ
く
り
の
基
盤
と
し
て
、
就
学
前
か
ら

義
務
教
育
卒
業
ま
で
の
子
ど
も
た
ち
の
学

び
と
育
ち
を
支
え
て
い
く
仕
組
み
を
大
切

に
し
、
充
実
さ
せ
た
い
と
考
え
ま
す
。

　
「
ま
ち
づ
く
り
」
は
「
ひ
と
づ
く
り
」
で
も

あ
り
ま
す
。
地
域
の
よ
さ
を
生
か
し
た
地

域
ぐ
る
み
で
取
り
組
む
『
未
来
へ
つ
な
が
る

学
校
づ
く
り
』
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
で
、

未
来
を
拓
く
た
く
ま
し
い
お
だ
わ
ら
っ
子

を
育
て
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

小田原市教育長

前田 輝男

未来を拓く
たくましい子どもを育てたい

教育長のメッセージ

【富士見小学校】
おじいちゃん、おばあちゃんとレッツ昔遊び。
「子どもたちから元気をもらいました」と、
大場静子さん。

【報徳小学校】
６年生が音楽の授業で琴を体験。
子どもたちは初めての琴に興味津々。先生
の小林敏美さんは笑顔で応えます。

【橘中学校】
郷土学習の講師は地元の梅田仙吉さん。
古い写真など、多くの資料を準備してくださ
いました。

【白山中学校】
総合の時間に、正月のお飾り作りを学びました。
先生は地元の自治会長、市川勇さん。

【片浦小学校】
旧片浦中学校と合同で、馬の教室（乗馬体
験）を。「馬を通じて命の大切さを学んでほ
しいです」と、講師の 高橋行雄さん。

学校の応援団！！
スクールボランティアとして
ご協力いただく
地域のみなさん

平成１９年度よりスタートしたス
クールボランティアの活動により、
地域ぐるみの教育が定着してき
ました。
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